
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

熊４ 残留塩素及び高水温による排水作業

2  課題の詳細

求める技術︓⑩

熊本市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

配水系統境界付近や管路末端部など、水道水の滞留による残留塩素濃度の低下や高水温による排水業務。

残留塩素や水温が一定値を超えた際、自動で排水弁が開く技術や閉まる技術。

自動排水による職員の労力削減、時間短縮による管網整備計画等への代替が
期待される。

200箇所/年程度

残留塩素の低下による排水箇所が年間約140箇所、延べ760回ほど実施しており、高水温による苦情対応とし
て40箇所のドレーンを職員が開けに行き、3か月後、また締めに行くという作業を繰り返している。


